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整形外科 医員 石田 鴻晟
いしだ  ひろあき

 医師 

 4月より当院の整形外科で勤務しております、石田鴻晟と申します。骨折を

含む一般外傷の治療に注力してまいります。地域医療への貢献も心がけてまい

りますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 4月より当院整形外科の常勤としてお世話になっております土居平尚と申し

ます。骨折などの一般外傷や関節痛などの慢性疾患も診療させていただきま

す。何か気になることがありましたらお気軽に受診してください。よろしくお

願いいたします。 

医員 土居 平尚
どい  ひらたか

 医師 整形外科  

新院医師のご紹介 ・ 整形外科について 

整形外科について 

 

2025年4月より診療を担当しております新入職の医師をご紹介させていただきます。 

新任医師のご紹介 

年間590件以上の手術実績 

 整形外科では、年間590件を超える手術を実施しています。腎不全、糖尿病、

人工透析を受けている患者さんに対しても、院内の専門医と連携して手術を行

います。また、高齢の方や基礎疾患をお持ちの患者さんには、内科医などと連

携し、手術後の早期リハビリテーションを実現しています。 

24時間365日、常駐の整形外科医師による救急対応 

 当院では、転倒、打撲、骨折、交通事故・労災事故による外傷、

スポーツ外傷、救急外傷などに対し、24時間365日、常駐する整形

外科医師が迅速に対応します。 
 

体への負担が少ない、低侵襲手術 

 骨折の手術では、骨折部位を元の位置に戻す「整復」と、再度のずれを防ぐための「固定」を同時に行う

ことが不可欠です。一般的な切開手術では、整復と固定を比較的容易に行えますが、一方で、傷口が大きく

なり、術後の痛みなどの懸念も増大します。当院では、高度な技術を要する低侵襲手術を積極的に行ってい

ます。これにより、傷口を最小限に抑えながらも、効率的かつ質の高い手術を迅速に行うことができます。 
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エリア 

 

外科・消化器外科について 

外科・消化器外科について 

 東大阪病院外科では、2024年4月より医師3名体制となり、腹部

消化器外科手術、特に腹腔鏡手術が可能となりました。新病院の手

術室を最大限に活用し、患者さんにとって最善の医療を提供するこ

とに尽力しています。 

 腹腔鏡手術という低侵襲（傷が小さく、痛みの少ない）手術をは

じめとし、質の高い治療を通じて、地域の患者さんに最大限の安心

と信頼をお届けしたいと考えています。 

 また、地域の診療所や医療機関からご紹介いただいた患者さんに

対し、迅速かつ丁寧な診療、手術治療を提供できる体制が整い、お

かげさまで年間手術数は大幅に増加しています。 

 今後も、地域社会全体の健康維持に貢献するとともに、多くの

患者さんにご満足いただける質の高い治療を確実に行えるよう、 

スタッフ一同、日々努力を重ねてまいります。 

当科では、主に以下の手術を中心とした診療を行っています。 

 

 １.大腸・直腸がん手術：出血や便通異常などの症状が現れることがありますが、近年では大腸がん 

  検診（便潜血検査）や大腸カメラ検査での早期発見が増加しているがんです。当科では、腹腔鏡 

  下での大腸切除術や直腸切除術などを実施しています。術式や抗がん剤の使用など、治療方針は 

  それぞれの患者さんの病状やご希望を十分に考慮し、時間をかけてご相談させていただきます。 
 

 ２.胃がん手術：腹痛などの症状がある場合には、胃カメラによる精密な診断が不可欠です。当科で 

  は、腹腔鏡下での胃切除術や、患者さんの病状に適した個別化された抗がん剤治療などを提供 

  しています。 
 

 ３.胆嚢摘出術：胆石症は激しい腹痛の原因となるだけでなく、胆嚢炎を引き起こすと重篤な状態に 

  陥る可能性があります。診断には超音波検査（エコー）やCT検査などを用います。治療法として、 

  腹腔鏡を用いて胆嚢を摘出する腹腔鏡下胆嚢摘出術を行っています。 
 

 ４.そけいヘルニア手術：そけい部（足の付け根）が膨らみ、痛みを伴う、いわゆる脱腸です。 

  当科では、腹腔鏡手術（TEP手術）を実施し、傷口を小さく、痛みを軽減することで、患者さん 

  の負担を最小限に抑えた安全な手術に努めています。 

 

 患者さん中心の質の高い診療を実現するためには、関連診療科の医師、看護師、薬剤師をはじめとす

る多職種医療スタッフとの緊密な連携・協力、すなわちチーム医療が不可欠です。東大阪病院外科は、

患者さんとご家族のご要望に真摯に対応し、安全で安心できる医療を提供するために、チーム医療を積

極的に実践してまいります。地域の診療所や医療施設との連携を重視し、地域に根差した医療を目指し

ています。今後も、地域の皆さんの健康を支える存在として、施設、技術、そして人材の全てを最大限

に活かし、患者さん一人ひとりに寄り添う医療を提供してまいります。 

腹腔鏡手術の様子 
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 当院では、2024年6月より「リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算」の取り組みを開始しまし

た。この「リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算」は、患者さんの早期回復を支援するため、回復

の初期段階から「体を動かすこと（リハビリテーション）」、「適切な栄養を摂取すること（栄養管

理）」、「お口の中の健康を保つこと（口腔管理）」の3つの要素を、専門スタッフが連携して実践するも

のです。病気やケガ、治療の影響によって身体機能が低下し、寝たきりになることを防ぐことを目的として

おり、「急性期病棟（手術や治療が必要な患者さんが入院される病棟）」で実施しています。 

 患者さんが一日も早く「ご自身で動けるようになること」や「お口から食事を摂れるようになること」を

目指し、医師、看護師、リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士）、管理栄養士

などが、患者さん一人ひとりの状態に合わせた回復計画を立て、それぞれの専門性を活かして関わっていき

ます。 
 

 ＜具体的な取り組み内容＞ 

 ▶入院時・退院時の日常生活動作の評価 :  患者さんの入院時と退院時に、 

  日常生活を送る上での動作能力を評価し、回復度合いを確認します。 

 ▶入院早期の食生活・食物アレルギー等の確認 : 入院後早期に、入院前の 

  食習慣や食物アレルギーの有無などを確認し、栄養管理の基礎情報を 

  収集します。 

 ▶入院早期のGLIM基準を用いた栄養状態の評価 : 栄養状態の国際的な 

  評価基準であるGLIM基準を用いて、入院早期に患者さんの栄養状態を 

  把握します。 

 ▶低栄養リスク患者への重点的なサポート : 低栄養状態にある、またはそのリスクが高いと判断された 

  患者さんを中心に、毎日の食事状況を注意深く観察し、食欲や食事摂取量などを詳細に記録します。 

 ▶多職種連携による食事内容・形態の調整 : 食事状況に課題が見られる場合には、医師、看護師、リハビ 

  リテーション専門職、管理栄養士などが情報を共有し、患者さんに合わせた食事内容や形態への調整を 

  行います。 

 ▶個別的な食事調整に関する提案 : 必要に応じて、経口摂取が困難な患者さんへの経管栄養開始を含めた  

  適切な食事調整方法を提案いたします。 

 ▶早期からのリハビリテーション開始 : リハビリテーションが必要と判断された患者さんに対しては、 

  入院後3日以内を目安に早期のリハビリテーションを開始できる体制を整備しています。 

 ▶365日体制でのリハビリテーション実施 : 患者さんの早期回復を促進するため土曜日、日曜日、祝日を 

  含め、平日と同水準（8割以上）のリハビリテーションを提供しています。 

 ▶褥瘡（床ずれ）発生予防 : 入院中の患者さんに褥瘡が発生しないよう、多職種で連携し、予防策を徹底 

  します。 

 当院ではこれまでも、急性期病棟におけるリハビリテーションの提供に力を入れて取り組んできました。  

 今回の「リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算」の導入により、その取り組みはさらに充実した

ものとなりました。これまでリハビリテーションの対象とならなかった、整形外科手術後の抜釘術のみの患

者さんや、日常生活動作に介助が不要な腹腔鏡手術後の患者さんに対しても、術後の早期離床や動作指導な

どを積極的に行うようになりました。 

 今後も、入院されるすべての患者さんが安心して治療に専念し、一日も早くご自宅へ退院できるよう、多

職種連携による質の高い医療を提供してまいります。 
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リハビリ通信 

リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算について 
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登 録 医 紹 介 

かかりつけ医を持ちましょう 

▶「かかりつけ医」とは？ 

 日本医師会では「健康に関することを何でも相談でき、必要な時は専門の医療機関を紹介してくれる 

身近にいて頼りになる医師のこと」をかかりつけ医と呼んでいます。 

かかりつけ医 

日ごろの健康管理 
 

専門的な治療が必要なら 
病院へ紹介 

紹 介 

逆紹介 

手術・入院・専門治療 
 

症状が落ち着いたら 
お近くのかかりつけ医へ 

東大阪病院 

 当院は千林大宮駅から徒歩数分の場所にあり、地域に根

ざした医療を目指し、10年以上にわたり訪問診療を行って

まいりました。私たちは「その人らしい人生の最期を支え

る」ことを大切にしており、年間で約100人の看取りに関

わらせていただいております。地域の訪問看護ステーショ

ンなど、さまざまな医療・介護事業所と連携し、多職種で

協力しながら、患者さんとご家族を“面”で支える体制を整

えています。すべての診療には常勤医師が対応し、継続的

かつ丁寧な医療を提供しております。住み慣れたご自宅や

施設で、安心して過ごしていただけるよう、ご本人はもち

ろん、ご家族の心にも寄り添える医療を心がけています。   

 今後も地域の皆さまの「暮らしの中の医療」を支え続け

てまいります。東大阪病院には、患者さんの容体が悪化し

た際の入院や、「最期の時間を緩和ケア病棟で過ごした

い」といったご希望への対応など、さまざまな場面でご支

援をいただいており、大変お世話になっております。訪問

診療をご検討の方は、どうぞお気軽にご相談ください。 

あおばおうちクリニック 

● 在宅診療 
 

・院 長：黒田 洋平 先生 

・住 所：大阪市旭区森小路 1-11-10 

・電 話：050-3774-3191 

・往 診：有   

・リハビリ：なし 

・訪問診療：有 

 

・診療時間 

安住医院 

  

 当院は鶴見区横堤の地に昭和33年に父が創設し、私が平

成15年より継承し21年、現在に至っております。 

 私はこれまで大学病院と関連病院で勤務医として従事

し、主に消化器疾患の診療に携わっておりました。その経

験を活かし、現在も院内で上部消化管内視鏡、腹部超音波

検査等を行っております。加えて地域のかかりつけ医とし

て、小児の診療・予防接種から高齢者の在宅診療まで幅広

く診療に当たっております。 

 お体でお困りのことがあればお気軽にご相談ください。 

 東大阪病院とは、これまでも緩和ケア病棟などで度々お

世話になっておりましたが、この度ご縁がありまして登録

医に登録させていただきました。 

 これを機会にこれまで以上に積極的に連携を取り、地域

医療に貢献していきたいと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

  ● 内科 消化器内科 小児科 在宅診療 
 

・院 長：安住 治彦 先生 

・住 所：大阪市鶴見区横堤 1-1-5 

・電 話：06-6912-0377 

・往 診：有   

・リハビリ：なし 

・訪問診療：有 

 

・診療時間 

外 来 月 火 水 木 金 土 日 祝 

  9:00～12:00 ● ● ● ● ● ● 休 休 

17:00～19:00 ● ● ● 休 ● 休 休 休 

外 来 月 火 水 木 金 土 日 祝 

  9:00～12:00 ● ● ● ● ● 休 休 休 

13:00～18:00 ● ● ● ● ● 休 休 休 
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管理栄養士提案レシピ 

春キャベツの豚肉ロール  と  新たまねぎのふろふきタマネギ 

春キャベツの豚肉ロール レシピ 
 

 

＜材料(2人分)＞ 

 ・豚ロース薄切り肉・・・・・・・６枚 

 ・春キャベツ・・・・・・・・・・３枚 

 ・しょうゆ・・・・・・・・・・・大さじ１ 

 ・みりん・・・・・・・・・・・・大さじ１ 

 ・料理酒・・・・・・・・・・・・大さじ１ 

 ・チューブにんにく・・・・・・・１㎝程度 
 

＜作り方＞ 

 ①春キャベツは葉のまま耐熱ボウルに入れ、ラップを 

  して電子レンジ（600W）で２分加熱する。粗熱が 

  取れたら千切りにし、軽く水気を絞る。 

 ②豚肉を広げ、①の春キャベツを乗せて巻く。 

  フライパンに②を巻き終わりを下にして中火で焼く。 

  巻き終わりがくっついたら、転がしながら全体に 

  焼き色をつける。弱火にし、蓋をして１～２分程度 

  加熱し、全体に火が通るまで蒸し焼きにする。 

 ③料理酒、しょうゆ、みりん、チューブにんにくを 

  加え、火を強めて照りが出るまで炒め煮にする。 

 

 

新たまねぎのふろふきタマネギ レシピ 
 

＜材料(2人分)＞ 

 ・新たまねぎ・・・・・・・・・・2個 

 ・味噌・・・・・・・・・・・・・小さじ１ 

 ・しょうゆ・・・・・・・・・・・小さじ１ 

 ・砂糖・・・・・・・・・・・・・小さじ１ 

 ・みりん・・・・・・・・・・・・小さじ１ 

 ・料理酒・・・・・・・・・・・・小さじ１ 

 ・青のり(飾り用) ・・・・・・・・ひとつまみ 
 

＜作り方＞ 

 ①新たまねぎは皮をむき、ラップで包んだら耐熱皿に 

  入れ、電子レンジ（600W）で３分ほど加熱する。 

 ②味噌、料理酒、しょうゆ、みりん、砂糖を混ぜ合わせ  

 耐熱容器に入れて電子レンジ（600W）で１分ほど加熱 

       する。 

 ③器に①のたまねぎを盛り付け、②と青のりをかけたら   

 出来上がり。 

甘みたっぷりの春キャベツを豚肉で巻き、 

甘辛だれで香ばしく焼き上げました。 

レンジで下ごしらえも簡単！ 

春キャベツの豚肉ロール 

新たまねぎのふろふきタマネギ 

旬の新たまねぎをレンジ加熱で甘く仕上げ、 

風味豊かな味噌だれで和えました。 

あと一品にぴったり。 
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外 来 診 療 一 覧 
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アクセス方法 access 社会医療法人有隣会  

東 大 阪 病 院 
〒536-0005 大阪府大阪市城東区中央三丁目 4 －32 

 

   代  表    ０６（６９３９）１１２１ 

       Ｆ Ａ Ｘ      ０６（６９３９）１１９１ 

      E-mail    kikaku@yurin.or.jp 

ホームページ  https://www.yurin.or.jp/ 

【地域医療連携室】     ※ 医 療 機 関 専 用 ※ 

  直通電話番号 ： 06-6932-0369 mail  :   renkei@yurin.or.jp 

 直通ＦＡＸ番号 ： 06-6932-0086 FAXは24時間受付します 

◇東大阪病院  

  ・一般病棟112床            ・障がい者施設等病棟60床  

  ・回復期リハビリテーション病棟60床     ・緩和ケア病棟23床 

◇関連施設 

  ▶東大阪病院附属クリニック（在宅リハビリテーション課）     

  ▶アイユウ東大阪病院・居宅介護支援事業所  

  ▶訪問看護ステーションゆうりん 

 

 

お見舞い・面会の方へ 

院内感染対策にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

当院では、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症等の拡大防止のため、当面の間、面会制限とさせて

いただきます。 

入院患者さんの感染予防と安全を確保するため、引き続き皆さんのご協力をお願いいたします。 
 
 

【面会が可能な方】 

 ・ご家族(配偶者・両親・子・身の回りのお世話をされる方) 

 ・入院や退院に伴う付き添い・手術や検査・緊急の呼び出しのためご来院された場合は、受付において 

  その旨をお伝えください。 
 
 

【面会をご遠慮いただく方】 

 ・1週間以内に発熱・咳などの風邪症状や、胃腸症状などがある方(同居家族に同様の症状がある場合もご遠慮いただきます) 

 ・中学生以下(１５歳以下)の方   ・海外から帰国後、2週間経過していない方 
 
 

【面会日・面会時間】 
 

  ● 平日(月～金)、土日(祝日含む) 14時～17時  ● 1家族 2名まで、20分以内とさせていただきます。 
 
 

【面会の手続き】 

 ・各病棟のスタッフステーション窓口で面会簿に面会者の方の情報・体温・体調確認などの必要事項を 

  記入し、面会者証を明示した状態で、スタッフへお声掛けください。 

 ・面会者の健康状態および患者さんの状態により、当日にお断りする場合もあります。 
 
 

【面会時のお願い】 

 ・病室に入る際は不織布マスクの着用・手洗いや手指消毒の実施をお願いします。 

 ・面会者の飲食はご遠慮ください。   ・面会の際、大きな声での会話はお控えください。 

 ・面会後に面会者のコロナウイルスなどの感染が判明した場合は速やかにお知らせください。 

  ※地域の感染症流行状況により、再度面会禁止の措置を行う場合があります。 

  ※緩和ケア病棟の面会については病棟スタッフへお問い合わせください。 

2025年4月現在 
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